
267

市指定天然記念物

江え

名な

の
タ
ブ
林り
ん

指　

定　

昭
和
六
十
三
年
三
月
二
十
五
日

所
在
地　

い
わ
き
市
江
名
字
走
出

所
有
者　

個
人

江
名
港
北
東
裏
山
の
太
平
洋
に
突
出
し
た
岬
に
、
ク
ロ
マ
ツ
林
に
混
じ

っ
て
タ
ブ
林
が
あ
る
。
こ
の
林
は
大
木
で
な
い
が
、
樹
高
一
五
ｍ
前
後
の

タ
ブ
ノ
キ
が
濃
密
に
成
育
す
る
た
め
、
林
内
は
照
葉
樹
林
特
有
の
薄
暗
さ

と
湿
気
を
含
ん
で
い
る
。林
床
は
光
量
が
少
な
い
の
で
植
生
は
貧
弱
だ
が
、

マ
ル
バ
グ
ミ
、
ア
オ
キ
、
シ
ロ
ダ
モ
、
ヒ
サ
カ
キ
、
ト
ベ
ラ
、
ヤ
ブ
ツ
バ

キ
、
ベ
ニ
シ
ダ
、
ア
イ
ア
ス
カ
イ
ノ
デ
等
が
生
育
し
、
い
わ
き
地
方
に
お

け
る
照
葉
樹
林
の
典
型
的
な
林
相
と
な
っ
て
い
る
。
林
縁
の
海
崖
部
に
は

ラ
セ
イ
タ
イ
ソ
ウ
、
ツ
ワ
ブ
キ
、
ハ
マ
ギ
ク
な
ど
暖
寒
両
系
の
植
物
が
混

生
し
て
、
照
葉
・
夏
緑
両
林
接
触
域
の
特
徴
を
示
し
て
い
る
。
土
地
の
人

は
冬
で
も
霜
を
見
な
い
と
い
う
。

タ
ブ
ノ
キ
は
関
東
以
西
に
多
く
生
育
し
、
土
壌
が
深
く
湿
潤
な
土
地
を

選
ぶ
た
め
、
海
岸
平
地
や
谷
筋
の
急
崖
地
に
よ
く
生
育
す
る
。
太
平
洋
側

の
自
生
地
は
岩
手
県
三
陸
海
岸
に
及
ぶ
が
、
い
わ
き
市
内
で
は
海
岸
に
近

い
地
域
の
堆
積
地
や
夏
井
川
河
口
付
近
の
ク
ロ
マ
ツ
林
の
中
で
生
育
し
、

赤
沼
・
六
十
枚
・
藤
間
付
近
で
は
屋
敷
林
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
。
海

岸
地
域
で
は
た
い
て
い
ト
ベ
ラ
、
マ
サ
キ
、
マ
ル
バ
グ
ミ
、
暖
地
性
シ
ダ

類
を
伴
う
。

こ
の
自
生
地
は
、
岬
の
た
め
気
温
の
年
較
差
が
少
な
く
湿
気
が
多
く
、

タ
ブ
ノ
キ
の
生
育
に
好
適
な
条
件
を
そ
な
え
て
い
る
。
江
名
地
区
海
岸
の

原
植
生
の
一
部
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

岬
の
樹
木
の
樹
冠
部
は
強
い
潮
風
が
あ
た
る
の
で
、
内
陸
側
に
な
び
い

て
偏
状
木
に
な
っ
て
い
る
。
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南
み
な
み

沢さ
わ

化か

石せ
き

産さ
ん

出し
ゅ
つ地ち

指　

定　

平
成
元
年
三
月
二
十
五
日

所
在
地　

い
わ
き
市
大
久
町
小
久
字
南
沢

所
有
者　

い
わ
き
市

こ
の
地
点
に
見
ら
れ
る
地
層
は
、
双
葉
層
群
玉
山
層
の
上
部
層
で
、
堆

積
し
た
時
期
は
中
生
代
白
亜
紀
後
期
で
あ
る
。

地
層
は
、
礫
質
砂
岩
・
中
～
細
粒
砂
岩
・
砂
質
泥
岩
と
そ
れ
ら
に
挟
ま

れ
た
低
品
位
の
石
灰
層
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
地
層
は
、
河
口
に
近
い
入
り
江
の
よ
う
な
、
波
静
か
な
環
境

で
堆
積
し
た
も
の
と
み
ら
れ
て
い
る
。

化
石
は
主
に
低
品
位
の
石
灰
層
及
び
、
そ
れ
に
接
し
た
部
分
か
ら
採
取

さ
れ
る
。

こ
れ
ま
で
に
採
取
さ
れ
た
化
石
の
中
で
注
目
さ
れ
る
も
の
に
は
、
小
型

の
竜
脚
類
・
草
食
恐
竜
の
歯
化
石（
鈴
木
千
里
・
滝
沢
晃
採
取
）、
カ
メ
類
の

甲
羅
の
一
部
や
コ
ハ
ク
な
ど
で
、
コ
ハ
ク
に
は
昆
虫
化
石
が
含
ま
れ
て
い

る
物
も
少
な
く
な
い
。

中
生
代
の
昆
虫
化
石
が
含
ま
れ
て
い
る
コ
ハ
ク
の
産
地
と
し
て
知
ら
れ

て
い
る
の
は
、久
慈
や
銚
子
な
ど
わ
ず
か
な
地
域
で
あ
る
こ
と
か
ら
見
て
、

こ
の
地
域
の
コ
ハ
ク
包
有
層
は
貴
重
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
に
明
ら
か
に
さ
れ
た
昆
虫
化
石
は
、
被
子
植
物
に
適
応
し
た

現
代
型
の
昆
虫
と
み
ら
れ
る
も
の
が
主
流
を
占
め
て
い
て
、
現
代
型
の
昆

虫
の
系
統
を
知
る
貴
重
な
資
料
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
地
点
は
、
今
後
の
調
査
に
よ
っ
て
は
コ
ハ
ク
に
限
ら
ず
恐
竜
類
や

初
期
哺
乳
類
化
石
の
採
取
も
期
待
さ
れ
る
。
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東と
う

松し
ょ
う

院い
ん

の
モ
ミ
群ぐ
ん

指　

定　

平
成
三
年
三
月
二
十
八
日

所
在
地　

い
わ
き
市
川
前
町
下
桶
売
字
久
保
田

所
有
者　

東
松
院

モ
ミ
は
中
間
温
帯
林
の
代
表
的
樹
木
で
、
阿
武
隈
山
地
の
ブ
ナ
帯
下
部

に
自
生
す
る
。
海
抜
五
〇
〇
ｍ
に
あ
る
東
松
院
裏
山
に
は
、
約
三
〇
本
の

モ
ミ
の
巨
木
群
が
あ
り
、
こ
れ
ほ
ど
の
巨
木
の
モ
ミ
群
は
市
内
で
は
見
ら

れ
な
く
な
っ
た
。
中
で
も
「
夫
婦
樅
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
は
単
体
と
し
て

も
稀
な
巨
木
で
あ
る
。
雄
モ
ミ
は
推
定
樹
齢
約
六
〇
〇
年
、樹
高
三
七
ｍ
、

胸
高
幹
周
り
五
・
三
四
ｍ
、
雌
モ
ミ
は
樹
高
二
六
ｍ
、
胸
高
幹
周
り
二
・

六
七
ｍ
あ
り
根
部
で
つ
な
が
っ
て
い
る
。

モ
ミ
は
マ
ツ
科
モ
ミ
属
の
日
本
特
有
の
常じ
ょ
う

緑り
ょ
く

針し
ん

葉よ
う

高こ
う

木ぼ
く

で
、
幹
は
直

立
し
、
高
さ
二
〇
～
四
〇
ｍ
、
胸
高
幹
周
り
は
三
ｍ
以
上
に
な
る
。
樹
皮

は
暗
灰
色
で
、
鱗り
ん

片ぺ
ん

状じ
ょ
う

に
は
が
れ
る
。
若
木
の
葉
の
先
端
は
二
裂
す
る
。

雌
雄
同
株
で
開
花
は
五
月
頃
、
円
柱
形
で
直
立
し
た
球
実
は
十
月
頃
灰
褐

緑
色
に
熟
す
。
深
根
性
で
適
澗
な
肥
沃
地
と
日
陰
を
好
む
樹
で
あ
る
。

い
わ
き
市
の
植
生
は
、
太
平
洋
側
の
低
地（
海
抜
二
〇
〇
ｍ
）は
照
葉
樹

林
の
分
布
す
る
暖
帯
に
属
し
、
海
抜
七
〇
〇
ｍ
以
上
の
山
地
帯
上
部
は
夏か

緑り
ょ
く樹
林
の
生
育
す
る
温
帯（
ブ
ナ
帯
）と
な
り
、
そ
の
中
間
の
山
地
帯
下
部

が
中
間
温
帯
林（
阿
武
隈
山
地
で
は
モ
ミ
・
落
葉
広
葉
樹
林
）と
な
っ
て
い
る
。

宮
城
県
南
部
か
ら
八
茎
・
小
川
・
田
人
・
長
野
県
の
北
ア
ル
プ
ス
山
麓
ま

で
帯
状
に
延
び
て
い
る
。

瑠
璃
光
山
東
松
院
は
、
桶
売
の
館
主
新
妻
弾
正
少
弼
が
明
徳
元
年（
一

三
九
〇
）に
開
い
た
と
伝
え
ら
れ
、「
夫
婦
樅
」
は
創
建
の
頃
か
ら
寺
を
見

守
っ
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
。
平
成
元
年
に
遊
歩
道
「
観
音
山
モ
ミ
の
道
」

が
設
置
さ
れ
一
般
に
公
開
さ
れ
て
い
る
。
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三み
つ

森も
り

渓け
い

谷こ
く

の
ア
カ
ヤ
シ
オ
自じ

生せ
い

地ち

指　

定　

平
成
三
年
三
月
二
十
八
日

所
在
地　

い
わ
き
市
大
久
町
大
久

所
有
者　

林
野
庁

ア
カ
ヤ
シ
オ
は
ツ
ツ
ジ
科
ツ
ツ
ジ
属
の
落
葉
低
木
で
、
花か

崗こ
う

岩が
ん

や
緑り
ょ
く

泥で
い

片へ
ん

岩が
ん

な
ど
の
土
壌
が
浅
く
、
や
や
酸
性
の
岩が
ん

塊か
い

露
出
地
を
好
ん
で
生
育

す
る
傾
向
が
あ
る
。

三
森
山
の
ア
カ
ヤ
シ
オ
は
、地
元
で
は
ボ
ケ
と
呼
ば
れ
愛
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
種
に
は
三
変
種
が
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
ア
カ
ヤ
シ
オ
は
滋
賀

県
か
ら
福
島
県
ま
で
の
温
帯
下
部
を
ベ
ル
ト
状
に
分
布
し
、
北
限
は
南
相

馬
市
原
町
区
の
新
田
川
渓
谷
で
あ
る
。
他
の
変
種
で
あ
る
ア
ケ
ボ
ノ
ツ
ツ

ジ
は
四
国
・
紀
伊
半
島
に
、ツ
ク
シ
ア
ケ
ボ
ノ
ツ
ツ
ジ
は
九
州
に
分
布
し
、

三
変
種
が
す
み
分
け
て
い
る
。
学
名
上
の
母
種
は
ツ
ク
シ
ア
ケ
ボ
ノ
ツ
ツ

ジ
で
あ
る
。
ツ
ツ
ジ
の
仲
間
は
新
生
代
第
三
紀
に
出
現
し
、
第
四
紀
ウ
ル

ム
氷
期
以
後
、
暖
地
系
植
物
と
寒
地
系
植
物
の
せ
め
ぎ
合
い
の
中
で
種
の

分
化
が
起
り
、
温
帯
下
部
に
分
布
を
広
げ
た
の
が
ア
カ
ヤ
シ
オ
で
あ
る
。

い
わ
き
市
で
は
、
夏
井
川
渓
谷
や
ニふ
た

ッつ

箭や

山さ
ん

な
ど
ア
カ
ヤ
シ
オ
の
名
所

が
あ
る
。
ア
カ
ヤ
シ
オ
の
花か

柄へ
い

に
は
開
出
す
る
長
い
腺
毛
が
密
生
し
、
長

い
雄
し
べ
の
基
部
に
は
軟
毛
が
散
生
、
短
い
雄
し
べ
の
下
半
分
に
は
軟
毛

が
密
生
す
る
。
ア
ケ
ボ
ノ
ツ
ツ
ジ
は
花
柄
が
無
毛
で
、
長
い
雄
し
べ
の
基

部
も
無
毛
で
あ
る
の
で
、こ
の
形
質
に
注
意
す
れ
ば
区
別
は
簡
単
で
あ
る
。

実
生
で
増
え
る
が
成
長
が
遅
く
、開
花
ま
で
長
い
年
月
を
必
要
と
す
る
。

開
花
期
は
四
月
中
旬
か
ら
下
旬
で
、
満
開
に
な
る
と
山
肌
を
淡
桃
色
に
染

め
る
。
市
の
花
で
あ
る
ツ
ツ
ジ
類
の
代
表
的
な
花
で
あ
る
。
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内う
ち

倉く
ら

湿し
つ

原げ
ん

指　

定　

平
成
三
年
三
月
二
十
八
日

所
在
地　

い
わ
き
市
小
川
町
上
小
川
字
沼

所
有
者　

個
人

湖こ

沼し
ょ
う

は
、
長
い
年
月
の
あ
い
だ
に
土
砂
の
流
入
や
、
水
生
植
物
の
繁

茂
に
よ
っ
て
沼し
ょ
う

沢た
く

化か

し
、
湿
原
の
時
代
を
経
て
、
し
だ
い
に
森
林
へ
と

遷
移
し
て
ゆ
く
。
そ
の
過
程
で
水
生
植
物
の
根こ
ん

茎け
い

集
団
や
、
泥で
い

炭た
ん

塊か
い

が
浮

上
し
て
浮
島
と
な
り
、
あ
ら
た
に
さ
ま
ざ
ま
な
植
物
が
繁
茂
し
、
あ
た
か

も
土
壌
に
直
接
発
達
し
た
湿
原
の
よ
う
に
み
え
る
場
合
が
あ
る
。
内
倉
湿

原
は
こ
の
よ
う
な
湖
沼
陸
化
の
過
程
で
成
立
し
た
浮
島
状
の
特
殊
な
湿
原

で
あ
り
、
学
術
的
価
値
の
高
い
天
然
記
念
物
で
あ
る
。

浮
島
は
無
機
養
分
に
乏
し
く
、
弱
酸
性
の
池
水
に
よ
っ
て
常
に
過
湿
状

態
に
あ
る
た
め
、
腐
植
が
生
じ
や
す
く
、
身
近
に
あ
る
富
栄
養
の
湿
地
と

は
異
な
っ
た
植
物
が
生
育
す
る
。
そ
の
よ
い
例
は
、
ム
ラ
サ
キ
ミ
ミ
カ
キ

グ
サ
と
モ
ウ
セ
ン
ゴ
ケ
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
特
殊
な
捕
虫
器
官
に
よ
っ
て

微
小
動
物
を
と
ら
え
て
消
化
し
、
自
ら
の
栄
養
と
す
る
こ
と
の
で
き
る
植

物
で
、
水
生
の
タ
ヌ
キ
モ
と
と
も
に
食
虫
植
物
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
浮
島

上
に
は
、
こ
の
ほ
か
サ
ギ
ス
ゲ
・
コ
イ
ヌ
ノ
ハ
ナ
ヒ
ゲ
・
ア
ギ
ナ
シ
・
オ

オ
ミ
ズ
ゴ
ケ
な
ど
貧
栄
養
の
湿
地
に
特
徴
的
に
出
現
す
る
植
物
が
生
育
し

て
い
る
。

わ
ず
か
な
開
水
面
に
は
オ
ヒ
ル
ム
シ
ロ
・
ヒ
ツ
ジ
グ
サ
・
イ
ヌ
タ
ヌ
キ

モ
な
ど
の
水
生
植
物
が
生
育
し
、
か
ろ
う
じ
て
沼
と
し
て
の
名
残
を
と
ど

め
て
い
る
。

内
倉
湿
原
に
は
、
植
物
ば
か
り
で
な
く
、
オ
オ
ル
リ
ボ
シ
ヤ
ン
マ
の
よ

う
な
高
地
を
主
分
布
域
と
す
る
昆
虫
も
生
息
し
て
お
り
、
同
様
の
分
布
域

を
持
つ
前
出
の
サ
ギ
ス
ゲ
と
合
わ
せ
て
、
生
物
地
理
学
上
興
味
深
い
要
素

が
含
ま
れ
て
い
る
。
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藤ふ
じ

原わ
ら

の
ヤ
マ
ナ
シ

指　

定　

平
成
五
年
三
月
二
十
六
日

所
在
地　

い
わ
き
市
常
磐
藤
原
町
字
別
所

管
理
者　

い
わ
き
市

藤
原
町
別
所
は
湯
ノ
岳
山
麓
の
東
南
に
あ
り
、
古
く
は
ア
カ
ガ
シ
の
山

が
あ
っ
た
と
い
う
。
昭
和
初
期
に
舟
材
と
し
て
伐
採
さ
れ
た
が
、
今
も
ス

ダ
シ
イ
と
ア
カ
ガ
シ
が
残
さ
れ
て
お
り
、
潜
在
植
生
が
照
葉
樹
林
で
あ
る

証
と
な
っ
て
い
る
。

藤
原
の
ヤ
マ
ナ
シ
は
南
向
き
の
畑
に
あ
る
独
立
樹
で
、
樹
高
一
三
ｍ
、

胸
高
幹
周
り
一
・
七
二
ｍ
で
、
い
わ
き
市
の
ヤ
マ
ナ
シ
で
は
最
も
大
き
な

も
の
と
思
わ
れ
る
。

ヤ
マ
ナ
シ
は
現
在
の
栽
培
ナ
シ
の
原
種
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
昔
か
ら

日
本
に
自
生
し
て
い
た
か
も
知
れ
な
い
が
、
古
代
に
朝
鮮
か
ら
食
用
と
し

て
伝
来
し
た
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。果
実
は
大
き
さ
に
変
異
が
多
く
、

小
さ
い
も
の
か
ら
大
き
な
も
の
ま
で
ま
ち
ま
ち
で
あ
る
が
、
藤
原
の
ヤ
マ

ナ
シ
は
、
径
五
～
八
㎝
の
大
き
さ
で
、
西
洋
ナ
シ
形
で
蕚が
く

片へ
ん

が
後
ま
で
残

る
。
蕚
片
が
残
る
形
質
は
イ
ワ
テ
ヤ
マ
ナ
シ
に
似
て
い
る
が
、
池
谷
祐
幸

博
士（
農
林
水
産
省
）の
研
究
に
よ
り
、
ヤ
マ
ナ
シ
で
も
蕚
片
が
残
る
も
の

も
あ
る
こ
と
が
判
明
し
て
お
り
、
本
樹
も
ヤ
マ
ナ
シ
の
一
型
で
あ
る
と
さ

れ
た
。

ヤ
マ
ナ
シ
は
バ
ラ
科
ナ
シ
属
の
落
葉
高
木
で
樹
皮
は
褐
黒
色
で
不
整
に

裂
け
、
葉
は
卵
円
形
で
薄
く
縁
に
芒の
ぎ

状じ
ょ
う

鋸
歯
が
あ
り
、
長
柄
を
も
っ
て

互
生
す
る
。
花
は
四
月
頃
、
五
弁
の
白
い
花
が
散
房
状
に
つ
き
、
雄
ず
い

は
二
〇
本
あ
る
。
果
実
は
霜
の
降
り
る
頃
、
赤
味
を
帯
び
て
熟
す
。

こ
の
ヤ
マ
ナ
シ
は
、
凶
作
の
時
の
食
糧
と
し
て
、
ま
た
、
旧
御
斉
所
街

道
を
旅
す
る
人
達
の
道
標
と
し
て
利
用
さ
れ
た
歴
史
も
あ
る
。

救
荒
植
物
と
し
て
の
利
用
が
な
く
な
り
、
多
く
の
ヤ
マ
ナ
シ
が
伐
採
さ

れ
て
い
る
現
在
、
こ
の
様
な
巨
木
は
貴
重
で
あ
る
。
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ア
ン
モ
ナ
イ
ト
セ
ン
タ
ー
内な
い

化か

石せ
き

包ほ
う

蔵ぞ
う

地ち

指　

定　

平
成
五
年
三
月
二
十
六
日

所
在
地　

い
わ
き
市
大
久
町
大
久
字
鶴
房

所
有
者　

い
わ
き
市

こ
の
付
近
に
分
布
す
る
中
生
代
白
亜
紀
後
期
の
足
沢
層
は
、
東
に
ゆ
る

く
傾
斜
し
、
多
数
の
化
石
を
含
む
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
。

ア
ン
モ
ナ
イ
ト
セ
ン
タ
ー
は
、
こ
の
化
石
層
の
水
平
方
向
の
広
が
り
と

化
石
の
埋
没
状
態
を
直
接
観
察
す
る
目
的
で
建
設
さ
れ
た
。

我
が
国
の
よ
う
に
地
層
の
変
位
の
激
し
い
地
域
で
は
、
か
な
り
の
広
さ

に
わ
た
っ
て
地
層
の
水
平
方
向（
堆
積
面
）を
観
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
場

所
は
少
な
く
、
化
石
層
に
限
れ
ば
稀け

有う

と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
セ
ン
タ

ー
内
の
露
頭
は
、
化
石
密
集
層
の
成
因
や
、
古
環
境
の
検
討
に
貴
重
な
資

料
の
提
供
が
期
待
さ
れ
る
。

こ
の
建
物
内
の
露
頭
で
は
、
メ
ソ
プ
ゾ
シ
ア
・
ア
ピ
オ
ト
リ
ゴ
ニ
ア
な

ど
多
数
の
ア
ン
モ
ナ
イ
ト
類
と
と
も
に
、
恐
竜
の
ハ
ド
ロ
サ
ウ
ル
ス
類
の

脊
椎（
首
の
骨
）・
爬
虫
類
の
プ
リ
オ
サ
ウ
ル
ス
類
・
モ
サ
サ
ウ
ル
ス
類
の

歯
化
石
、
魚
類
で
は
サ
メ
類（
プ
テ
ィ
コ
ド
ウ
ス
・
ス
ク
ア
リ
コ
ー
ラ
ッ
ク
ス
・

へ
キ
サ
ン
カ
ス
）や
、
新
種
と
見
ら
れ
る
ギ
ン
ザ
メ
・
エ
ン
コ
ー
ド
ス
類
、

さ
ら
に
甲
殼
類
の
ハ
コ
エ
ビ
類
や
ザ
リ
ガ
ニ
類
な
ど
が
発
掘
さ
れ
て
い

る
。
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大お
お

國く
に

魂た
ま

神じ
ん

社じ
ゃ

社し
ゃ

叢そ
う

指　

定　

平
成
十
年
四
月
十
日

所
在
地　

い
わ
き
市
平
菅
波
字
宮
前

所
有
者　

大
國
魂
神
社

大
國
魂
神
社
の
社
叢
は
、
ス
ダ
ジ
イ
・
ア
カ
ガ
シ
・
モ
チ
ノ
キ
・
ヤ
ブ

ツ
バ
キ
・
ヒ
サ
カ
キ
・
ユ
ズ
リ
ハ
な
ど
の
常
緑
樹
を
主
と
し
て
構
成
さ

れ
、
ス
ダ
ジ
イ
・
ア
カ
ガ
シ
・
タ
ブ
ノ
キ
な
ど
の
大
径
木
が
多
数
存
在
す

る
。ス

ギ
や
ヒ
ノ
キ
な
ど
が
植
栽
さ
れ
、
や
や
人
手
が
加
え
ら
れ
て
い
る

が
、
い
わ
き
市
の
海
岸
に
近
い
丘
陵
地
帯
の
潜
在
植
生
の
面
影
を
残
す
林

と
し
て
貴
重
で
あ
る
。
林
の
構
成
は
、
高
木
層
に
は
ス
ダ
ジ
イ
・
ア
カ
ガ

シ
・
モ
チ
ノ
キ
が
み
ら
れ
、
亜
高
木
層
に
は
ヤ
ブ
ツ
バ
キ
・
モ
チ
ノ
キ
・

イ
ロ
ハ
モ
ミ
ジ
・
ヒ
サ
カ
キ
な
ど
が
、
低
木
層
に
は
ヤ
ブ
ツ
バ
キ
・
ユ
ズ

リ
ハ
・
ス
ダ
ジ
イ
な
ど
が
出
現
す
る
。
草
本
層
に
は
テ
イ
カ
カ
ズ
ラ
・
ベ

ニ
シ
ダ
・
マ
ン
リ
ョ
ウ
・
シ
ロ
ダ
モ
・
ア
オ
キ
・
モ
チ
ノ
キ
・
カ
ヤ
・
ヤ

ツ
デ
・
ヒ
カ
ゲ
ス
ゲ
・
ミ
ヤ
コ
ザ
サ
・
ヤ
マ
イ
タ
チ
シ
ダ
・
ト
ラ
ノ
オ
シ

ダ
な
ど
種
類
数
が
多
い
。
こ
の
社
叢
内
に
は
ビ
ナ
ン
カ
ズ
ラ
・
イ
タ
ビ
カ

ズ
ラ
・
マ
ン
リ
ョ
ウ
・
ム
ベ
な
ど
福
島
県
浜
通
り
地
方
を
北
限
と
す
る
種

が
含
ま
れ
、
植
物
地
理
学
上
貴
重
で
あ
る
。
他
に
宮
城
県
ま
で
北
上
す
る

が
、
当
地
が
ほ
ぼ
北
限
に
近
い
種
と
し
て
、
ト
キ
リ
マ
メ
・
ヤ
ツ
デ
・
ス

ダ
ジ
イ
が
あ
る
。

正
面
の
大
杉
は
神
木
と
さ
れ
「
厄
除
け
杉
」
と
い
わ
れ
、
信
仰
を
集
め

て
い
る
。
落
雷
の
被
害
を
受
け
て
い
る
が
、
若
枝
も
伸
び
樹
勢
は
良
好
で

あ
る
。
樹
高
一
九
ｍ
、
胸
高
幹
周
り
七
・
二
八
ｍ
の
巨
木
で
あ
る
。
東
側

に
あ
る
ヤ
ブ
ツ
バ
キ
は
鬼
椿
と
称
さ
れ
、
六
月
一
日
に
鬼
椿
祭
が
行
わ
れ

て
い
る
。
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観か
ん

音の
ん

寺じ

跡あ
と

の
ス
ダ
ジ
イ

指　

定　

平
成
十
一
年
四
月
三
十
日

所
在
地　

い
わ
き
市
小
川
町
柴
原
字
館
下

所
有
者　

個
人

観
音
寺
は
修し
ゅ

験げ
ん

宗し
ゅ
う

羽
黒
派
の
寺
院
で
、
四
倉
狐
塚
の
善
行
院
の
末
寺

で
あ
っ
た
が
、
明
治
五
年（
一
八
七
二
）の
修
験
宗
廃
止
令
に
よ
っ
て
廃
寺

と
な
っ
た
。
現
在
境
内
に
は
、
観
音
堂
と
稲
荷
神
社
が
残
さ
れ
て
い
る
。

行ぎ
ょ
う屋や

の
敷
地
は
廃
寺
の
と
き
、
柴
原
の
遍
照
寺
の
所
有
地
と
な
っ
た
。

ス
ダ
ジ
イ
は
そ
の
境
内
に
あ
り
、樹
高
一
八
・
五
ｍ
、胸
高
幹
周
り
六
・

二
〇
ｍ
の
巨
木
で
あ
る
。
植
栽
さ
れ
た
も
の
か
自
生
木
な
の
か
は
不
明
で

あ
る
が
、
一
般
に
常
緑
の
樹
木
は
聖
な
る
も
の
と
し
て
敬
わ
れ
、
大
切
に

保
存
さ
れ
て
き
た
も
の
が
多
い
。

ス
ダ
ジ
イ
は
ブ
ナ
科
シ
イ
属
の
常
緑
高
木
で
、
幹
は
上
部
で
よ
く
分
枝

す
る
た
め
、
こ
ん
も
り
と
し
た
円
み
の
あ
る
樹
冠
を
形
成
す
る
。
樹
皮
は

黒
褐
色
で
、
縦
方
向
に
深
く
裂
け
る
。
葉
は
互
生
し
長
さ
一
㎝
く
ら
い
の

柄
が
あ
り
披ひ

針し
ん

形け
い

、
先
端
は
鋭え
い

尖せ
ん

形け
い

、
厚
い
皮
質
で
表
面
光
沢
が
あ
り
葉

裏
面
は
灰
褐
色
で
あ
る
。
花
期
は
五
月
下
句
か
ら
六
月
で
、
堅け
ん

果か

は
卵
状

長
楕
円
形
で
あ
る
。
暖
帯
の
樹
木
で
、
暖
か
さ
指
数
八
五
以
上
の
地
域
に

生
育
し
、
宮
城
県
南
部
ま
で
分
布
す
る
。

観
音
寺
跡
は
、
シ
イ
・
カ
シ
帯
の
最
も
内
陸
部
に
入
っ
た
と
こ
ろ
で
、

自
生
で
あ
れ
ば
小
川
町
の
丘
陵
地
帯
の
潜
在
植
生
を
推
定
す
る
上
で
大
変

貴
重
な
も
の
で
あ
る
。
こ
の
ス
ダ
ジ
イ
と
共
に
、
現
在
残
さ
れ
て
い
る
供

養
塔
や
墓
石
は
、
江
戸
時
代
に
お
け
る
修
験
宗
寺
院
と
村
人
の
信
仰
形
態

を
知
る
上
で
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。
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諏す

訪わ

神じ
ん

社じ
ゃ

の
シ
ダ
レ
ザ
ク
ラ

指　

定　

平
成
十
一
年
四
月
三
十
日

所
在
地　

い
わ
き
市
小
川
町
高
萩
字
家
ノ
前

所
有
者　

諏
訪
神
社

こ
の
シ
ダ
レ
ザ
ク
ラ
は
諏
訪
神
社
の
境
内
に
あ
り
、樹
高
一
一
・
五
ｍ
、

胸
高
幹
周
り
三
・
六
〇
ｍ
の
巨
木
で
あ
る
。
諏
訪
神
社
は
約
六
五
〇
年
前

に
建
て
ら
れ
た
と
言
い
伝
え
が
あ
り
、
こ
の
シ
ダ
レ
ザ
ク
ラ
の
樹
齢
も
ほ

ぼ
そ
れ
に
近
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。老
樹
の
た
め
枯
れ
枝
が
目
立
つ
が
、

開
花
時
の
美
し
さ
で
市
民
に
親
し
ま
れ
て
い
る
。
昔
は
樹
高
が
現
在
よ
り

も
高
か
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
上
部
の
枝
が
枯
れ
、
現
在
の
高
さ
と

な
っ
て
い
る
。

シ
ダ
レ
ザ
ク
ラ
は
、
枝
の
垂
れ
な
い
エ
ド
ヒ
ガ
ン
の
中
か
ら
枝
が
垂
れ

る
変
異
種
が
生
じ
、
そ
れ
が
観
賞
用
に
栽
培
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の

で
あ
る
が
、学
名
上
は
シ
ダ
レ
ザ
ク
ラ
が
母
種
に
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、

日
本
の
サ
ク
ラ
を
研
究
し
た
マ
キ
シ
ウ
ィ
ッ
チ
が
、
エ
ド
ヒ
ガ
ン
よ
り
先

に
シ
ダ
レ
ザ
ク
ラ
を
研
究
し
、Prunus pendula M

axim
.

の
学
名
を
与

え
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
後
、
牧
野
富
太
郎
博
士
や
大
井
次
三
郎
博
士
に

よ
り
エ
ド
ヒ
ガ
ン
が
研
究
さ
れPrunus pendula from

.ascendens

の

名
が
与
え
ら
れ
た
。
種
小
名
のpendula

は「
垂
れ
る
」の
意
味
で
あ
る
。

葉
や
花
の
形
質
は
エ
ド
ヒ
ガ
ン
と
変
わ
ら
な
い
。
葉
は
長
楕
円
形
か
ら
狭

倒
卵
形
で
、
先
端
が
尖
り
重
鋸
歯
縁
で
あ
る
。
葉
基
部
に
一
対
の
密
腺
が

あ
り
、
葉
柄
に
は
毛
が
密
生
す
る
。
花
は
淡
紅
色
で
、
花
柄
に
は
開
出
毛

を
密
生
す
る
。
果
実
は
球
形
で
、
六
月
に
は
熟
し
て
黒
色
に
な
る
。
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八は
ち

幡ま
ん

神じ
ん

社じ
ゃ

の
ス
ダ
ジ
イ

指　

定　

平
成
十
一
年
四
月
三
十
日

所
在
地　

い
わ
き
市
渡
辺
町
田
部
字
清
水

所
有
者　

八
幡
神
社

八
幡
神
社
は
小
高
い
丘
の
上
に
建
て
ら
れ
て
お
り
、
口
伝
に
よ
る
と
、

神
社
の
創
建
は
平
安
時
代
末
期
と
い
わ
れ
て
い
る
。
境
内
周
辺
は
ス
ダ
シ

イ
や
ア
カ
ガ
シ
な
ど
か
ら
な
る
照
葉
樹
林
と
な
り
、
自
然
林
を
そ
の
ま
ま

境
内
林
と
し
て
利
用
し
た
も
の
で
あ
る
。
一
般
に
、
暖
か
さ
指
数
八
五
以

上
の
と
こ
ろ
は
ス
ダ
ジ
イ
・
ア
カ
ガ
シ
・
ウ
ラ
ジ
ロ
ガ
シ
な
ど
の
照
葉
樹

林
が
生
育
す
る
地
帯
と
さ
れ
て
い
る
。
八
幡
神
社
の
あ
る
渡
辺
町
は
暖
か

さ
指
数
八
五
以
上
の
地
域
で
、
昔
は
ス
ダ
シ
イ
や
カ
シ
類
な
ど
の
照
葉
樹

で
被
わ
れ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
林
の
一
部
が
境
内
林
と
し
て

残
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
境
内
林
の
中
に
、
樹
高
二
四
・
五
ｍ
、
胸
高
幹
周
り
六
・
四
〇
ｍ

の
ス
ダ
ジ
イ
の
巨
木
が
あ
る
。
上
平
窪
の
シ
イ
ノ
キ
群（
県
指
定
）の
中
に

も
こ
れ
以
上
の
巨
木
は
な
く
、
い
わ
き
市
内
で
最
も
大
き
い
。
地
面
か
ら

二
ｍ
の
と
こ
ろ
で
二
俣
に
枝
分
か
れ
し
て
い
る
。
斜
面
の
上
部
に
生
育
し

て
い
る
た
め
、
樹
の
境
内
側
は
落
ち
葉
な
ど
で
、
根
元
が
埋
ま
っ
て
二
本

の
よ
う
に
見
え
る
が
、
斜
面
の
下
か
ら
見
る
と
一
本
で
あ
る
こ
と
が
分
か

る
。
渡
辺
町
周
辺
の
潜
在
植
生
を
推
定
す
る
手
が
か
り
と
し
て
貴
重
で
あ

る
。堅け

ん

果か

は
秋
に
熟
し
、
卵
状
長
楕
円
形
で
長
さ
一
二
～
二
一
㎜
の
ド
ン
グ

リ
を
落
と
す
。
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下し
も

桶お
け

売う
り

の
種た
ね

ま
き
ザ
ク
ラ

指　

定　

平
成
十
二
年
四
月
二
十
八
日

所
在
地　

い
わ
き
市
川
前
町
下
桶
売
字
城
木
坂

所
有
者　

個
人

こ
の
種
ま
き
ザ
ク
ラ
は
、
樹
高
二
一
・
〇
ｍ
、
胸
高
幹
周
り
三
・
七
五

ｍ
の
巨
本
で
、
樹
種
は
エ
ド
ヒ
ガ
ン
で
あ
る
。
樹
皮
は
暗
灰
褐
色
で
、
ふ

ぞ
ろ
い
な
浅
い
縦
の
割
れ
目
が
あ
る
。
葉
柄
は
長
さ
二
～
二
・
七
ｍ
で
毛

が
密
生
し
、
葉
身
は
長
楕
円
形
か
ら
狭
倒
卵
形
、
先
端
は
鋭え
い

尖せ
ん

形け
い

、
基
部

に
一
対
の
密
腺
が
あ
り
、
縁
は
重
鋸
歯
状
で
あ
る
。
花
期
は
五
月
で
、
い

わ
き
市
の
平
地
の
も
の
よ
り
約
二
〇
日
遅
れ
る
。
花
柄
は
長
さ
一
～
一
・

四
㎝
で
開
出
毛
を
密
生
す
る
。
花
弁
は
楕
円
形
で
淡
紅
色
で
あ
る
。
果
実

は
球
形
で
六
月
に
熟
し
て
黒
色
に
な
る
。
枝
は
垂
れ
る
こ
と
は
な
い
。
シ

ダ
レ
ザ
ク
ラ（
イ
ト
ザ
ク
ラ
）は
本
種
の
枝
垂
れ
形
に
つ
け
ら
れ
た
名
称
で

あ
る
が
、
学
名
上
は
エ
ド
ヒ
ガ
ン
が
シ
ダ
レ
ザ
ク
ラ
の
品
種
に
な
っ
て
い

る
。エ

ド
ヒ
ガ
ン
の
開
花
は
稲
の
播は

種し
ゅ

時
期
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
の
で
、
現
在

の
よ
う
な
太
陽
暦
が
な
か
っ
た
時
代
は
、
稲
の
種
ま
き
の
目
安
と
さ
れ
て

い
た
。

い
わ
き
市
内
で
、
エ
ド
ヒ
ガ
ン
を
種
ま
き
ザ
ク
ラ
と
し
て
稲
の
播
種
時

期
の
基
準
と
し
て
い
る
地
域
は
、
大
久
・
遠
野
・
川
前
な
ど
が
あ
る
。
現

在
、
自
生
の
エ
ド
ヒ
ガ
ン
は
森
林
伐
採
な
ど
の
影
響
で
個
体
数
が
少
な
く

な
っ
て
い
る
。
こ
の
種
ま
き
ザ
ク
ラ
も
播
種
の
基
準
と
す
る
た
め
植
栽
さ

れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
地
域
農
家
の
生
活
と
密
接
な
関
わ
り
を
も
っ
て

保
護
さ
れ
て
き
た
貴
重
な
桜
で
あ
る
。
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常
じ
ょ
う

福ふ
く

寺じ

の
龍り
ゅ
う

燈と
う

杉す
ぎ

指　

定　

平
成
十
四
年
四
月
三
十
日

所
在
地　

い
わ
き
市
平
赤
井
字
赤
井
嶽

所
有
者　

常
福
寺

閼あ

伽か

井い

嶽だ
け

の
中
腹
に
常
福
寺（
閼
伽
井
嶽
薬
師
）が
あ
る
。
境
内
の
南
東

斜
面
に
、
通
称
「
龍
燈
杉
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
巨
木
が
あ
り
、
霊
木
と
し

て
崇
め
ら
れ
て
い
る
。
樹
高
四
二
ｍ
、
胸
高
幹
周
り
九
・
二
四
ｍ
の
こ
の

巨
木
は
、
樹
高
八
ｍ
の
と
こ
ろ
に
ヤ
ブ
ツ
バ
キ
の
寄
生
木
や
、
幹
に
雷
の

被
害
跡
が
あ
る
が
樹
勢
は
旺
盛
で
、
樹
高
・
胸
高
周
囲
で
は
、
い
わ
き
市

内
の
杉
の
中
で
最
大
で
あ
る
。

こ
の
杉
に
は
、
昔
、
竜
宮
城
の
乙
姫
様
が
難
産
の
折
、
薬
師
如
来
の
御

利
益
を
得
て
安
産
し
た
お
礼
に
、
毎
夜
龍
燈
を
仁
井
田
浦
か
ら
献
じ
、
こ

の
大
杉
か
ら
一
段
と
光
彩
を
放
し
て
薬
師
堂
へ
入
っ
た
と
い
う
龍
燈
伝
説

が
あ
る
。

阿
武
隈
山
地
地
層
の
花
粉
分
析
の
結
果
、
最
終
氷
河
期
が
終
わ
り
、
気

候
が
温
暖
に
な
る
時
代
か
ら
、
ス
ギ
の
花
粉
が
多
く
検
出
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
昔
は
阿
武
隈
山
地
に
ス
ギ
が
自
生
し
て
い
た
こ
と
が
窺

わ
れ
る
。
し
か
し
、
人
間
活
動
が
盛
ん
に
な
る
に
つ
れ
て
ス
ギ
の
伐
採
が

進
み
自
生
林
は
ほ
と
ん
ど
無
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
旧
営
林
署
が
行
っ
た

赤
井
嶽
の
調
査
報
告（
一
九
六
三
年
）で
は
、
龍
燈
杉
を
含
め
旧
参
道
の
ス

ギ
と
ヒ
ノ
キ
は
自
生
の
も
の
と
さ
れ
た
。
太
平
洋
側
の
ス
ギ
の
自
生
林
が

無
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
現
在
、
龍
燈
杉
と
参
道
の
ス
ギ
林
は
植
物
地
理
学

上
貴
重
で
あ
る
。

寺
の
伝
承
に
よ
れ
ば
、
江
戸
時
代
末
期
ま
で
、
寺
の
境
内
に
は
数
本
の

巨
木
が
あ
り
、
そ
の
中
に
老じ

爺い

杉
・
老ば

婆あ

杉
・
天
狗
杉
・
龍
燈
杉
が
あ
っ

た
と
云
う
。
ま
た
、「
龍
燈
杉
は
杉
に
あ
ら
ず
」
と
も
伝
え
ら
れ
て
お
り
、

現
在
残
っ
て
い
る
ス
ギ
の
樹
形
か
ら
見
て
天
狗
杉
の
可
能
性
が
あ
る
が
、

一
般
に
龍
燈
杉
と
敬
わ
れ
て
い
る
。



280

市指定天然記念物

大お
お

久ひ
さ

川が
わ

産さ
ん

ク
ビ
ナ
ガ
リ
ュ
ウ
化か

石せ
き

指　

定　

平
成
十
七
年
四
月
二
十
七
日

所
在
地　

い
わ
き
市
常
磐
湯
本
町
向
田

（
い
わ
き
市
石
炭
・
化
石
館
内
）

所
有
者　

い
わ
き
市

上
部
白
亜
系
双
葉
層
群
は
、
い
わ
き
市
四
倉
町
玉
山
付
近
か
ら
双
葉
郡

楢
葉
町
に
か
け
て
分
布
し
、
下
位
よ
り
足
沢
層
、
笠
松
層
、
玉
山
層
に
分

け
ら
れ
る
が
、
な
か
で
も
大
久
川
流
域
に
分
布
す
る
玉
山
層
は
、
昭
和

四
十
三
年
に
フ
タ
バ
ス
ズ
キ
リ
ュ
ウ（
二
〇
〇
六
年
新
属
新
種
フ
タ
バ
サ
ウ
ル

ス
・
ス
ズ
キ
イ
と
し
て
正
式
に
研
究
チ
ー
ム
の
論
文
に
記
載
さ
れ
た
）が
発
見
さ

れ
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
。
そ
の
後
も
ク
ビ
ナ
ガ
リ
ュ
ウ
化
石
を
は
じ
め
、

海
生
爬
虫
類
、
魚
類
、
軟
体
動
物
な
ど
多
く
の
貴
重
な
化
石
が
発
見
さ
れ

て
い
る
。

玉
山
層
は
、
下
部
で
は
礫
を
含
む
中
・
粗
粒
砂
岩
、
上
部
は
中
・
粗
粒

砂
岩
か
ら
な
り
、
そ
の
最
上
部
層
に
ク
ビ
ナ
ガ
リ
ュ
ウ
を
は
じ
め
と
す
る

化
石
を
多
産
す
る
化
石
層
が
数
層
準
存
在
す
る
。
層
準
と
は
、
地
質
層
の

区
間
の
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
大
久
川
産
ク
ビ
ナ
ガ
リ
ュ
ウ
化
石
は
、
平
成
十
三
～
十
四
年
に
日

本
テ
レ
ビ
で
制
作
・
放
映
さ
れ
た
「
ザ
・
鉄
腕
ダ
ッ
シ
ュ
」
に
お
い
て
発

掘
・
剖ぼ
う

出し
ゅ
つ

作
業
が
行
わ
れ
、
後
に
本
市
に
寄
贈
さ
れ
た
化
石
群
の
中
の

ク
ビ
ナ
ガ
リ
ュ
ウ
化
石
資
料
で
あ
る
。
こ
の
中
に
は
、
ほ
ぼ
完
全
な
左
大

腿
骨
や
坐
骨
、
指
骨
な
ど
が
含
ま
れ
る
。
産
出
層
準
が
同
じ
で
あ
る
こ
と

な
ど
か
ら
フ
タ
バ
サ
ウ
ル
ス
・
ス
ズ
キ
イ
と
同
種
と
の
推
測
も
で
き
る

が
、
同
定
の
決
め
手
と
な
る
頭
骨
な
ど
の
部
位
で
は
な
い
た
め
、
現
況
で

は
属
・
種
未
定
の
ク
ビ
ナ
ガ
リ
ュ
ウ
類
と
す
る
に
と
ど
ま
る
。
こ
の
化
石

群
は
、
海
生
爬
虫
類
を
は
じ
め
、
様
々
な
化
石
が
混
在
す
る
化
石
密
集
層

か
ら
の
産
出
で
あ
り
、
堆
積
環
境
と
当
時
の
生
物
相
を
考
察
す
る
こ
と
が

可
能
で
あ
る
と
と
も
に
、
幼
体
の
部
分
骨
を
含
む
こ
と
か
ら
、
ク
ビ
ナ
ガ

リ
ュ
ウ
の
成
長
過
程
を
知
る
有
効
な
手
が
か
り
と
な
る
資
料
で
あ
る
こ
と

な
ど
が
重
要
で
あ
る
。
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下し
も

三み

坂さ
か

の
種た
ね

ま
き
ザ
ク
ラ

指　

定　

平
成
十
八
年
三
月
二
十
四
日

所
在
地　

い
わ
き
市
三
和
町
下
三
坂
字
日
向
・
永
久
保

所
有
者　

財
務
省
ほ
か

県
道
よ
り
小
高
い
下
三
坂
の
共
同
墓
地
内
に
生
育
し
て
お
り
、
周
辺
に

支
障
と
な
る
樹
木
も
な
い
こ
と
か
ら
枝
張
り
も
よ
く
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ

た
樹
形
が
特
徴
で
あ
る
。
周
囲
が
墓
地
や
畑
で
あ
る
こ
と
か
ら
踏
圧
の
害

も
な
く
、
樹
勢
も
良
好
で
あ
る
。

地
上
一
・
二
ｍ
の
幹
回
り
が
四
・
九
三
ｍ（
胸
高
直
径
一
・
五
七
ｍ
）と
い

う
数
値
が
示
す
よ
う
に
ま
れ
に
見
る
巨
木
で
あ
り
、
市
街
地
よ
り
遅
い
花

期
に
は
葉
の
展
開
に
先
立
っ
て
咲
く
薄
紅
色
の
花
で
周
囲
が
明
る
く
な
る

ほ
ど
見
事
な
景
観
を
呈
す
る
と
い
う
。

地
元
で
は
種
ま
き
ザ
ク
ラ（
稲
作
）と
し
て
、
こ
の
花
が
咲
く
頃
に
苗
床

に
稲
の
種
子
を
蒔
く
目
安
に
し
て
い
た
と
い
う
。
農
業
を
営
ん
で
い
く
う

え
で
生
活
に
密
着
し
て
利
用
鑑
賞
さ
れ
て
き
た
歴
史
的
意
義
が
高
い
。

市
内
に
は
他
に
も
「
下
桶
売
の
種
ま
き
ザ
ク
ラ（
市
指
定
）」
な
ど
種
ま

き
ザ
ク
ラ
と
い
わ
れ
る
サ
ク
ラ
が
点
在
し
て
い
る
。
森
林
や
圃
場
・
道
路

開
発
な
ど
が
進
む
中
、地
域
で
保
護
さ
れ
守
ら
れ
て
き
た
と
考
え
ら
れ
る
。

今
後
も
、利
活
用
と
合
わ
せ
保
全
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
樹
木
で
あ
る
。

エ
ド
ヒ
ガ
ン
は
長
命
の
桜
で
、
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
る
名
木

や
巨
木
が
多
い
。
葉
が
展
開
す
る
前
に
開
花
し
、
が
く
筒
が
ま
る
く
ふ
く

れ
、
上
部
が
く
び
れ
て
壺
形
に
な
る
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
。
変
種
と
し
て

は
、枝
が
し
だ
れ
る
性
質
を
も
つ「
諏
訪
神
社
の
シ
ダ
レ
ザ
ク
ラ（
市
指
定
）」

な
ど
も
存
在
す
る
。




